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第１３回第１３回 嶺南地域流域検討会嶺南地域流域検討会

～笙の川水系の河川整備計画（案）について～～笙の川水系の河川整備計画（案）について～

平成１８年８月１７日平成１８年８月１７日
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目目 次次

○○第１第１２２回流域検討会における質問事項の回答回流域検討会における質問事項の回答
○○笙の川水系河川整備計画（案）について笙の川水系河川整備計画（案）について

但し、但し、治水治水に関する基本事項に限るに関する基本事項に限る

＜今回の内容＞＜今回の内容＞

○○笙の川水系河川整備基本方針について笙の川水系河川整備基本方針について

＜第１２回＜第１２回 嶺南地域流域検討会の内容＞嶺南地域流域検討会の内容＞
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第１２回流域検討会における第１２回流域検討会における

質問事項の回答質問事項の回答
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主な意見・質問

① 笙の川の土砂流出について

② 引堤に係る周辺調査について

③ 堰地点の流下能力の評価について

④ 環境への配慮事項について

⑤ 河床の安定性の評価について
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①笙の川の土砂流出について

笙の川の土砂流出量については、長期的なスパンで確認して欲
しい。（前回、６ヶ月間のデータから推定したことに対して）

【細田会長】

河道への堆積土砂量（横断測量）

松島橋の上流

年平均堆積土砂量は、約4,000ｍ3程度（下流部1,500ｍ区間）

浚渫量考慮（約97,000m3）

見かけ上の変動土量（S60～H18.3の21ヶ年）

変動土量；－約21,000m3
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②引堤に係る周辺調査について

引堤によって、飢饉の供養塔や遺骸の埋葬場所等を掘り起こし
たりしないのか。

【中島委員、多仁委員】

松原遺跡

遺跡等
基本方針河道
の官民境界

笙の川左岸の引堤
で､一部､松原遺跡
に該当する可能性
があります。

※笙の川下流部の官民境界は、左右岸均等に引堤した場合のもの

松原遺跡
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③堰地点の流下能力の評価について

堰上流部の流下能力が不足している要因は？
堰地点の計算方法に問題があるのではないか。

【廣部委員、細田会長】

三島堰

野神堰

流下能力不足の要因

堰高が高く、
上流部の河床も高い

三島堰

野神堰

8※流下能力（黒ライン）は、計画高水位以下で流れる水量を表しています。

計算方法の改善

・計算方法 ：不等流計算法（一般的な手法）

・射流発生への対処：
内挿断面による射流制御

内挿断面のあり・なしによる流下能力の違い

水
位

距離堰地点 上流地点

内挿
1
内挿

2
内挿

3 ▽内挿断面なしの水面
形

内挿断面による
急激な水位上昇
の制御

内挿断面
ありの水

面形▽

限界水深
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④環境への配慮事項について

笙の川下流部では、サケの産卵場所にも配慮した整備をして欲
しい。

【加藤委員】

▽平水位

シロウオの産卵床に配慮し、
河岸付近を残して掘削

▽計画高水位

現況河道

計画河道

サギ類やカモ類等の鳥類及び昆虫類等
の多様な生物の生息場となる砂州の保全

サケやアユ等の産卵場
となる瀬の保全

※前回資料（参考資料1-4「河川環境検討シート，p55」）より

都市域における貴重な水辺空間として、
釣りやバードウォッチングが楽しめ、潤い
のある水辺空間づくりを促進

笙の川下流部の整備のイメージ
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⑤河床の安定性の評価について

河床の安定性を評価する際には、無次元掃流力τ* による評価
を加えて欲しい。

【細田会長】

現況河道
τ*R＝0.27

整備後河道
τ*R＝0.29

日本の沖積地河川のτ*RとｄRの関係（笙の川；河口～木の芽川合流点）
※「河道計画検討の手引き」（財団法人国土技術研究センター編）

無
次
元
掃
流
力

代表粒径

安定化を示すライン

無次元掃流力も
安定化を示す
ライン上に該当

＜平均年最大流量時＞

11

笙の川水系河川整備計画（案）笙の川水系河川整備計画（案）

治水治水に関する基本事項に関する基本事項
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11．河川整備の目標に関する事項．河川整備の目標に関する事項

1.1 1.1 河川整備計画の対象期間河川整備計画の対象期間及び目標及び目標

1.2 1.2 河川整備計画の河川整備計画の対象区間対象区間

1.3  1.3  河川整備計画の適用河川整備計画の適用

22．河川整備の実施に関する事項．河川整備の実施に関する事項

2.1 2.1 河川工事の目的河川工事の目的、、種類及び施種類及び施行行の場所の場所

2.2 2.2 河川維持の目的河川維持の目的、、種類及び施種類及び施行行の場所の場所

2.3 2.3 その他河川の整備をその他河川の整備を

総合的に行うために必要な事項総合的に行うために必要な事項

目目 次次
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1.1. 河川整備の目標に関する事項河川整備の目標に関する事項
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1.11.1 河川整備計画の対象期間及び目標河川整備計画の対象期間及び目標

■■ 対象期間対象期間

概ね概ね3030年年

■■ 目標（治水上）目標（治水上）

概ね概ね3300年に１回年に１回程度発生する降雨に対応程度発生する降雨に対応

呉竹基準点呉竹基準点
概ね概ね5050年に１回年に１回程度発生する降雨に対応程度発生する降雨に対応

（河口～木の芽川合流点）（河口～木の芽川合流点）
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■■ 河川整備の目標流量河川整備の目標流量

■

呉
竹

←← 950950

木の芽川木の芽川

助高川助高川 黒河川黒河川 五位川五位川

笙笙 のの 川川

（単位：（単位：mm33/s/s））

敦敦

賀賀

港港

笙の川水系の整備目標流量笙の川水系の整備目標流量

240240
↓↓

↑↑

3300
↑↑

222200
↑↑

7700

←← 550550 ←← 360360 320320 ←← 200200

概ね50年に1回程度
発生する降雨による
洪水に対応

概ね30年に1回程度発生する降雨による洪水に対応

基準点：呉竹地点
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1.21.2 河川整備計画の対象区間河川整備計画の対象区間

■■ 対象区間（治水上）対象区間（治水上）

現況の治水安全度を踏まえ決定現況の治水安全度を踏まえ決定

現況の治水安全度
（現況流下能力）

目標とする降雨
による洪水流量＜

計画的に河川工事
を実施
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右右

岸岸

左左

岸岸

木の
芽川
合流

助高
川合
流呉竹

（基
準点
）

野神
堰

三島
堰

黒河
川合
流

小河
川合
流堂新

橋 鳩原
橋

松原
橋 （笙の川）（笙の川）

相対的に、治水安全度が低い区間
（河口～黒河川合流点，延長 約3.3km）

950m3/s(1/50)

320m3/s(1/30)

道の
口頭
首工

流下能力不足箇所

■■ 笙の川の治水安全度笙の川の治水安全度

550m3/s(1/30)

360m3/s(1/30)

計画高水位評価による流下能力
堤防高－余裕高評価による流下能力
整備計画目標流量

18

右右

岸岸

左左

岸岸

JR木
の芽
川橋
梁 小

松橋

深川
合流 国道

8号バ
イパ
ス

北陸
自動
車道

JR北
陸ト
ンネ
ル口

（木の芽川）（木の芽川）

240m3/s(1/30) 190m3/s(1/30) その他の区域は、
所定の治水安全度を確保

■■ 木の芽川の治水安全度木の芽川の治水安全度

流下能力不足箇所

計画高水位評価による流下能力
堤防高－余裕高評価による流下能力
整備計画目標流量
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■■ 笙の川水系の対象区間笙の川水系の対象区間

計
画
的
に
整
備
を
進
め
る
区
間

計
画
的
に
整
備
を
進
め
る
区
間

所定の治水安全度を確保
所定の治水安全度が未確保

木
の
芽
川

木
の
芽
川

笙
の
川

笙
の
川

黒
河
川

黒
河
川

助
高
川

助
高
川

Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線

Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線

）
敦
賀
駅

敦
賀
駅

対象区間：笙の川河口～黒河川合流点の約3.3km

ＪＲ小浜線

ＪＲ小浜線
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1.31.3 河川整備計画の適用河川整備計画の適用

河川整備計画策定後

●災害発生状況
●流域の開発計画等の社会情勢変化
●地域の意向

適宜、河川整備計画の内容を点検し適宜、河川整備計画の内容を点検し
必要に応じて見直します。必要に応じて見直します。
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２２.. 河川整備の実施に関する事項河川整備の実施に関する事項
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2.12.1 河川工事の目的、種類及び施河川工事の目的、種類及び施行行の場所の場所

笙の川：河口～木の芽川合流点（1.5km）

● 施行の場所；
笙の川河口～木の芽川合流点（1.5km）

●工事の目的；
概ね50年に１回程度発生する降雨による
洪水に対する治水安全度を確保

●工事の種類；
・ 河床掘削
・ 矢板護岸の補強
・ 橋脚の補強

施施
行行
の
場
所

の
場
所

笙
の
川

笙
の
川

木の芽川木の芽川

標準断面
作成場所
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掘削

▽ 計画高水位

現況河道

基本方針河道

整備計画河道（案）

現況の川幅維持

（治水安全度を確保するための方法）

※基本方針河道の引堤の考え方については、今後の地域との調整等を踏まえ決定するものです。

呉竹地点（河口より約0.9km）

ここに示す整備計画河道（案）は、所定の治水安全度を確保するために必要な河積
を示したものであり、実際の工事断面を示したものではありません。
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2.12.1 河川工事の目的、種類及び施河川工事の目的、種類及び施行行の場所の場所

笙の川：木の芽川合流点～黒河川合流点（1.8km）

● 施行の場所；
木の芽川合流点～黒河川合流点（1.8km）

●工事の目的；
概ね30年に１回程度発生する降雨による
洪水に対する治水安全度を確保

●工事の種類；
・築堤
・護岸設置

施施
行行
の
場
所

の
場
所 笙

の
川

笙
の
川

木の芽川木の芽川

標準断面
作成場所
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▽ 計画高水位

基本方針河道

三島堰上流地点（河口より約2.3km）

0.9m

既設堤防撤去

築堤

整備計画河道（案）

現況河道
築堤（盛土）

整備後の川幅；約64m

現況川幅；約56m（区間最小）

約8mの
引堤

※基本方針河道の引堤の考え方については、今後の地域との調整等を踏まえ決定するものです。

ここに示す整備計画河道（案）は、所定の治水安全度を確保するために必要な河積
を示したものであり、実際の工事断面を示したものではありません。

（治水安全度を確保するための方法）


